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（百万円未満切捨て）

1. 平成30年3月期第2四半期の業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 7,776 1.8 639 3.8 648 2.8 439 2.4

29年3月期第2四半期 7,640 9.1 615 40.9 630 38.9 429 45.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 50.04 ―

29年3月期第2四半期 48.88 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 10,280 6,884 67.0

29年3月期 9,318 6,566 70.5

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 6,884百万円 29年3月期 6,566百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 14.00 ― 19.00 33.00

30年3月期 ― 16.00

30年3月期（予想） ― 17.00 33.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,900 2.3 1,365 2.0 1,375 1.4 935 △2.9 106.38

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 8,790,000 株 29年3月期 8,790,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 792 株 29年3月期 756 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 8,789,237 株 29年3月期2Q 8,789,244 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意）

業績予想については、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想値と異なる
場合があります。

業績予想に関する注意事項等については、添付資料Ｐ. ２「１. 当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ

い。

（四半期決算説明会内容の入手方法）

当社は、平成29年11月７日（火）に機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会の資料については、開催後速やかに当社ウェブサイトに
掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間における我が国経済は、企業収益の回復や雇用環境の改善が続くなかで、緩やかな回復基

調が継続する一方、アジアでの地政学的リスクに対する景気減速懸念など、先行きは依然不透明なものとなってお

ります。

情報サービス業界においては、景気動向を反映して国内企業における設備投資の回復基調が継続し、IT投資需要

は引き続き堅調に推移しました。

このような状況の下、当社は主力の金融機関をはじめ製造業や運輸業向けの各種業務システム開発等に注力する

一方で、AI活用サービス、RPAアプリケーション、クラウド、データ解析等の分野での高付加価値サービスへの取り

組みを進めました。

この結果、当第２四半期累計期間における経営成績は、主にソフトウェア開発事業が順調に推移し、売上高は

7,776,190千円（前年同四半期比1.8％増）、営業利益は639,225千円（前年同四半期比3.8％増）、経常利益は

648,109千円（前年同四半期比2.8％増）、四半期純利益は439,826千円（前年同四半期比2.4％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第２四半期会計期間末における流動資産は9,540,996千円となり、前事業年度末に比べ900,028千円増加いたし

ました。これは主に現金及び預金が880,987千円増加したことによるものであります。固定資産は739,100千円とな

り、前事業年度末に比べ61,462千円増加いたしました。これは主に投資その他の資産のその他のうち投資有価証券

が64,879千円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は10,280,096千円となり、前事業年度末に比べ961,490千円増加いたしました。

(負債)

当第２四半期会計期間末における流動負債は2,761,350千円となり、前事業年度末に比べ566,390千円増加いたし

ました。これは主に買掛金が526,175千円増加したことによるものであります。固定負債は634,549千円となり、前

事業年度末に比べ77,302千円増加いたしました。これは主に退職給付引当金が38,795千円増加し、その他のうち長

期未払金が38,506千円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は3,395,899千円となり、前事業年度末に比べ643,692千円増加いたしました。

(純資産)

当第２四半期会計期間末における純資産合計は6,884,197千円となり、前事業年度末に比べ317,798千円増加いた

しました。これは主に利益剰余金が272,831千円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は、67.0％(前事業年度末は70.5％)となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、「平成29年３月期決算短信」で公表いたしました通期の業績予想から変更しておりま

せん。

業績見通し等将来に関しましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありますが、今後開示基準に該当する変化が生

じた場合には速やかにお知らせいたします。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,999,407 6,880,394

受取手形及び売掛金 2,323,073 2,265,221

仕掛品 74,075 159,228

その他 245,341 237,058

貸倒引当金 △930 △907

流動資産合計 8,640,967 9,540,996

固定資産

有形固定資産 116,184 120,063

無形固定資産 34,962 32,297

投資その他の資産

その他 552,003 612,252

貸倒引当金 △25,512 △25,512

投資その他の資産合計 526,491 586,740

固定資産合計 677,638 739,100

資産合計 9,318,605 10,280,096

負債の部

流動負債

買掛金 580,888 1,107,064

短期借入金 500,000 500,000

未払法人税等 337,594 245,771

賞与引当金 281,999 283,332

受注損失引当金 ― 24,933

その他 494,478 600,249

流動負債合計 2,194,960 2,761,350

固定負債

退職給付引当金 541,045 579,841

その他 16,201 54,707

固定負債合計 557,246 634,549

負債合計 2,752,206 3,395,899

純資産の部

株主資本

資本金 750,000 750,000

資本剰余金 1,196,550 1,196,550

利益剰余金 4,536,723 4,809,555

自己株式 △268 △315

株主資本合計 6,483,005 6,755,790

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 83,394 128,407

評価・換算差額等合計 83,394 128,407

純資産合計 6,566,399 6,884,197

負債純資産合計 9,318,605 10,280,096
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 7,640,044 7,776,190

売上原価 6,446,865 6,547,514

売上総利益 1,193,179 1,228,675

販売費及び一般管理費 577,307 589,450

営業利益 615,871 639,225

営業外収益

受取利息 109 74

受取配当金 3,607 2,700

保険配当金 10,141 5,920

その他 6,358 2,479

営業外収益合計 20,216 11,174

営業外費用

支払利息 1,295 2,268

保険解約損 4,583 ―

その他 19 21

営業外費用合計 5,899 2,289

経常利益 630,189 648,109

税引前四半期純利益 630,189 648,109

法人税、住民税及び事業税 213,852 204,114

法人税等調整額 △13,301 4,168

法人税等合計 200,550 208,282

四半期純利益 429,638 439,826
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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